
Title 手の組合せ方について

Author(s) 川邊, 昌太

Citation 札幌博物学会会報, 17(3-4), 49-52

Issue Date 1943-12-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/64358

Type journal article

File Information Vol.18No.3-4_001.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



手の組合せ方 ＼について
A study on七hemode of clasping the hands. 

(With English rぬumep. 52). 

川主義昌太

Mas a，七aKawa be 

北海道事塾大器札脱分校生物事研究室

北海道大串理皐部動物事教室

手を組合せたと~！，上の方・になる栂指が右であるか，左であるかは殆んどすぺての人では夫々一定している。

とのととはすでに Lutzく1908）が着目 L研究して以来， Downeyく1926), Kamm (1930), Rothschield 

(1930), Ludwig (1932）及び山浦（1940）等によって，右栂出を上にして手を組む者の頻度〈一般額度，性
『島

差，年齢及び民族差〉，利手との相闘性及び遺i等：性等につu、て研究された。著者もf武近手の組合せ方につャて若

干翻査を試みたpで，その結果を報告する。

本研究における費料は何れも質問法により調査票に記入して貰って蒐めたo資料を便宜上次の3つに分ける。

費料A. 添田氏によって符られた札幌市内における家紋ー調査 (316家扶1906人〉。 －

費料..B. 著者自身により北海道各地より蒐めた家接調査。腕の組み方及び手拭の絞り方等をも併せ調査した

(347家族2179人〉。

費料c.村松氏によって符られた，函館市内の新制高・中皐校における利手との相関性の調査〈年齢12～20
哉のもの4022人〉。 ・

本文に入るに先立ち， 本研究に常ヲて終始懇切なる御指導御鞭挺を賜った北海道｝，：J}！理皐部設授牧野佐二郎

樽士に心から感謝の誠を捧げる。京都大事理翠部名容致・iえ駒井卓博士には文献について有力な御教示を仰いだ。

とLに記して厚〈御誼111上げる。 コく，北海道大事理事M~続物事救室添田倣IJ)J 致授及び函館市遺立女子高等：事校

教官村総康氏から費料此集その他色々の駄にヲし、て御錠助を持たことを厚〈感謝する。

I・ 右揮指を上に手を組岩手fの頻度
＼ 

1手を組合せたとき上にする抑指は右であるか光で・あるかは人によって一定していて，何れの

栂指をも上にして手を組むととの出来るのは Downey (1926）のいえる如く殆んどいなく，

資料Cにおいて僅かに4022.fi.r:fI 7名算えたにすぎ友い。本研究ではかLる中間性Dもの、を左11：ま

指を上にして手を組む者の方にか1えた。右Jほ指を上忙して手を組む者、以下略して単に右上に

する者という〉の頻度は第1表に示した通りであるU ff.ij，第1表には参考のため従来の研究者

Table t Percentages of individuals who clasp the hands with right thumb u_pper-
most, giving in comparison with the other authors' data. 

Authors l~！ght Left Total Right I 
nd hand hanll”% Remark日

Lutz (1908) 298 187 485 61.4 ~~::.ieu 、I 313 226 539 58.3 
359 239 598 ・60.0 . children Scotch 
2ラ2 174 426 59.I f~f:ts 611 413 1024 59.5 

Downey (1926) 516 ラ24 1040 49.61 n1en 
293 248 541 54.16 τvomen 
301 271 572 51.06 men 
181 ！~~ 338 56.2 可vornen482 910 52.9 total 
49 82 131 37.4 men 

}le山42 49 91 46.2 τvoruen 
91 131 222 40.9 to ta.I 
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Kamm (1930) 90 50. Germany 

Rotbschield (1930) iラ0-216 48. 
300・500 43. children Germany 

Ludwig c 1932) 304 50. Germany 

Yamaura (1940) 456 394 850 54.±4 
327 234 561 ~8ラ：~2 women .Japanese 783 628 1411 total 

138 59.±4 
142 51.土4 women Korean 
280 55.±3 total 

Kawa.beぐthispaper) I 507 315 822 61.8 
600 432 1032 ぢ9.3 women 
ラ41 327 868 62.3 above 20 years -Data A 
%6 420 986 57.4 under 20 years 
1107 747 1854 ラ9.7 total ) .Japanese 
1410 769 2179 64.7 Data B 
1200 654 18ラ4 64.7 

n ｝品1391 777 2168 64.1 women a C 
2592 1431 4022 64.4 total 

の結果をも併せ示して烏いた。今回の結果で、は右上にする者の頻度は 57.4～64.7%であり，他

の研究者の 40.9～6l.4%tc比して粉々高率であるが，大体一致した傾向を示している。叉，中

には他の研究者の結果とは有意な差異がるると思われるもむがあるが，果して民族差によるの

か・資料蒐集法上の差異によるθかは俄かに定め難い。

右上にする者。頻度の男女による差異は Downey ~192G) によれば有意に見えるが， Lu句

(1908），山浦（1940）及び著者の調査結果（銘 1表）から考えると性差があるとはいえない。

年令に主る差異については Rothschield(HJ30）以外誕も調任してい友いようであるが，資

料 Aにおいて20才以上のものと20ナ・以下のものと’に分けてみたととろ，第1表にみられる如く

明らかに有窓な差異がみられた（ぷ＝4.G7）。手の組合せ方は利子・と同様に成人は子供より右上

にする者が多いといえるo

1 利手との机閥々係
Lutz〔mos）は手の組合せ方は利手と無閥係であるとしたが， Downey ( 1B26）は筆記・パ

ット祢握り及び~；1：の持ち方の 3種の利手と手の組合せ方とのrrnrc明らかた相秘性のあるととを

述べている。著者はまづド14手を月jいてなす類似の動作である手拭を絞る時前方にする手及び腕

Table 2 Relations of the mode dasping the ban<lr; with the similar actions 

of hand fl or hande<lnes日ofvariou日actions・

------ 1'he mode of clasping the hands I }"t_i＿~ht thu_旦Eupp竺 ILeft_ th~m_!->_ upper _I 公

!Right left Right jRight Left Right I x2-values 
Actions of using hands 、－－：：：：：：， lh~nd hand hand-%1hand hand hand-%) 

一一一一iThef石E 五五~in fol di元石五日， －96「~3.9寸 -426- 343－ーラロ I t5.24 
Data B ITbe fore hand i? I 950 460 67.3 I 493 276 64.1 I 2.38 

Wl＇・1nging_a towel 
The hand using a pencil 
The hand using chopsticks 
The band throwing a ball 
The band using a fan 

Data C !The more straining 
hand in batting 

'The more sもraininghand 
u日iuga long broom 

IT be出 orestraining hand 
in wringing a・ towel 

* ir, the x~ －value of tue 2x2 table test bet"¥¥’een the mode of clasping the hands ancl the 
actions of each step of the left coluum. 

2589 2 
2586 ラ
2538 53 
2476 115 
2ラ18 73 

99.9 
99.8 
97.9 
9ラ.5
97.1 

1427 
1419 
1378 
1337 
1367 

A
T
4
4
q
J
λ
守
刈
守

’i
Eノ

n
y
ζ
U

戸一－99.7 I l.35 
98.4 I 7.6ラ
96.2 I 9.87 
93.4 I 8.47 
95.5 I 8.08 

995 lラ96 306 475 956 33.1 9.69 

2019 ラ72 77.9 983 448 61.7 41.48 

~ 
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を組んだ時前にする腕と手の組合せ方とめ間の相関性について調査した。その結果第2表資料

Bの如く手拭の絞り方とは相関性があるとはい Lきれ友いが，腕の組み方とは明らかに相関性

があるる角，第2表の最右欄の x2－値とは最左側に示した動作と手の組合せ}jとの2×2去検

定のぷの11在である。

さらに利手との相関性を検するために，えんぴつを指つ手，箸を指つ手，ポールを投げる手，

扇子を使う手，パット棒を振る時上にする手，長帯を持つ時下にする手，・及び手拭を絞る時力

を入れる手（資料Bにおける調杏と異り手の位置は問わ左かった〕等7種の動作における利手

と手の組合せ方とを同時に調査した。その結果は第2表資料Cの通りである。とれよりえんぴ

つを持つ手以外の何れの郵作とも明らかK相附｜生を有しているD えんぴつを持つ手との相関性

があると言いきれないのは左初の人が極めて少かったととによるものと忠われるs

• ・手の組合せ方の遺体

手の組合せ方の遺体については， Luもz(1908）は単純メンデリズムK従わないけれども明ら

かに遺停性のものであるとし山浦（19生0）はおそらく右上に手を組むのがlE.を上にするのに

射して優位で、ある皐因子遺停であろうと述べている。本調1i:における岡親のJI手質の組合せ別に

よるその子の手の組合せ方の頻度は第3表の通りである。尚，比絞のため Lutz (1908）及び

山浦（1U40）の結果をも併せ摘げた。との結果は前研究者。結果 ー非常によく一致しているo

Combinationsρf parent8 and their children with respect to the 

mode of clasping the hands, in cornparition with the other 

authors' data (l'RP and "L" below shows right thumb upper and 
left thumb upper）~ 

No. of 
families 

Table 3 

Parents R. 
Children 
L. R-% Autbo1・s 

B
L
R
L
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×
×
×
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E
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U
 

AO
小

O
余

）

小

O

0 R.×9 R. 
0 R.×平 L.
o L.x♀ R. 
o L.x♀ L. 
Total 

oR.×9 R. 
oR.× 中 L.
oL. x♀ R. 
oL. x 9 L. 
Total 

7ラ
49 
53 -
36 
213 

166 
61 
86 
46 
359 

司

J
n
y
n守

q
J
n
Y

6
4
6
6
お

72.5 
55.ラ
57.3 ‘I Lutz (1908) 
42.2 
60.0 

47 

101 

45 
193 

167 
11ラ
67 
143 
492 

70.4 

52.l 

31.8 
ラ5.7

78.0 
58.0 
ラ5.9
30.2 
64.ラ

Yamaura (1940) 

Kawabe (this paper) 
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おそらく皐因子遺体をたEすものであろうが，その遺停形式を推定するととは後の機舎にゆやり

たい。たど雨親の左×左組合せ中の子供に右上にする者がかなり生十るので，優劣関係叉は因

子の表現力等について考慮せねばたらぬととをご附言して沿く。

摘 r 要

1. 手を組合せた時一番上にくる扱指が右であるか左であるかは人によって夫々一定してい

て， Eちらでもよい人は殆んどいないく402~人中傑か 7 人であった）。

2.手を組合せた時右栂指が一番上にくる者の頻度は57.4～64.7%であり， 性別による差異は
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みられ泣いが， 20才以上のものは20才以下のものより右上にする者が高率で、あるぐ第1表）。

3. 手の組合せ方と類似の手の動作又は利手と手の組合せ方との相関性は第2支の如く多く

の場合にみとめられた

4. 手の組合せ方は明らかに遺体すると忠われるが（第3表〉，その遺停形式は決定できなか

った。
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Resume 

1. When the hands are clasped naturally with the fingers alternately，’the日amethumb 

--either that of the !ight or of the left h:rncl ----is usually uppermost for any given 

individual. Only 7 individualA in 4022 boys and girls exceptionally claspled the hands with 

ei"ther thumb uppermost. 

2. The percentages of individuals who clasp hn.n<ls with right thumb uppermost are 

57.4---64.7%. Those above 20 years of age are higher in percentage than those under 20 

years of age and there are no significant difference between the both日e:x:es(see table I). 

3. Con-elations of the mode of clasping the hands with 'the similar actions oi 

hands or handedness of various action・s were considered (table 2). 

4. ・The mode of clasping the hands 'is presumably hタritable (table 3), though the 

mode of inheritance is not' clear at present. 

〈文部省科型研究費補助〉
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